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生販一体化で経営効率を高める 市況に即した生産体制 Ｎ２研究所

生販一体化で経営効率を高める

●マネジメント基本コース

生販一体化で経
営効率を高める

販売計画の精度
向上

生産、販売、在庫
計画を作成

フレキシブルな生
産日程計画

販売部門での対
応

生産部門での対
応

生産・販売労部門
での協同対応

販売計画の精度
向上

市場情報を収集し
受注予測を徹底

販売計画と生産
計画を一元化

計画と実績の差
異分析

生産、販売、在庫
計画を作成

在庫・生産計画は
販売計画に密着

「生・販・在会議」
を毎月開催する

ロスミニマムの運
営の合意

フレキシブルな生
産日程計画

追加注文、飛び込
み、納期変更

フレキシブルな対
応システム確立

変動に即応できる
生産体制を構築

販売部門での対
応

営業担当者の市
場情報システム

受注予測システム
の確立

製品別の販売計
画

生産手配と販売
活動計画の整合

販売計画と実績を
分析し次に反映

営業担当者のコス
ト意識

生産部門での対
応

生産部門の稼働
率が最優先

原価削減が最優
先

販売部門・計画に
不信感はない

フレキシブルな生
産日程計画

変動への対応力
向上

生産・販売労部門
での協同対応

生産・販売・在庫
計画間の整合

会議の定期的実
施で在庫管理徹

底

両部門間の責任
が明確

部門間のコミュニ
ケーション

部門間の信頼感
の醸成

 Ｎ２：第２シート


